
但
シ
學
年
ノ
半
途
及
四
年
級
ノ
モ
ノ
ハ
轄
科
ス
ル
ヲ
許
サ
ズ

関

連

事

項

①

進
級
、
転
科
に
関
す
る
内
規

科） 第
二
回
目
の
修
学
旅
行

（
京
都
、
奈
良
）
で
あ
る
。
前
回
同
様
選
抜
制
で
、
選
抜
さ

れ
た
の
は
左
記
の
生
徒
で
あ
っ
た
。

斎
藤
新
助
、
大
石
栄
雄
、
山
崎
勇
馬
、
岡
村
道
一―-、
清
家
恕
、
三
浦
二
郎
、
大
平
正

曹
（
以
上
日
本
画
科
）
、
井
上
清
（
図
案
科
）
、野
口
藤
太
郎
（
彫
刻
科
）
、
祗
沢
鴻
次

（
彫
金
科
）
、
鈴
木
一
、
坂
口
腔
（
以
上
鋳
金
科
）
、
蒔
田
実
、
児
島
明
（
以
上
漆
エ

．

（『錦
巷
雑
綴
』
第
九
巻
。
明
治
三
十
一
年
二
月
七
日
に
よ
る
。
）

岡
倉
覺
三
校
長
在
職
中
制
定
二
係
ル
モ
ノ

進
級
内
規
明
治
三
十
年
六
月
十
日
制
定

一
各
科
及
撰
科
生
徒
ニ
シ
テ
病
氣
其
他
ノ
事
故
二
依
リ
一
學
年
間
総
時
敷
ノ

―――
分
一
以
上
鉄
席
ス
ル
モ
ノ
ハ
進
級
ノ
格
ヲ
失
フ
モ
ノ
ト
ス

一
撰
科
生
ノ
新
二
入
學
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
其
學
年
ノ
終
リ
ニ
於
テ
試
瞼
ヲ
施
行

シ
若
ク
ハ
平
常
ノ
成
績
二
依
リ
相
営
級
二
編
入
ス

一
各
科
生
徒
中
編
入
級
二
於
テ
學
術
殊
二
卓
絶
シ
其
級
ノ
程
度
卜
大
差
ァ
ル

モ
ノ
ハ
詮
議
ノ
上
試
験
、
ソ
進
級
セ
、
ソ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

岡
倉
覺
三
校
長
在
職
中
制
定
二
係
ル
モ
ノ

明
治
三
十
年
六
月
十
日
制
定

轄
科
規
程

各
科
及
撰
科
生
徒
ニ
シ
テ
韓
科
セ
ソ
ト
欲
シ
願
出
ル
モ
ノ
ア
ル
ト
キ
ハ
左
ノ

規
定
二
従
ヒ
之
ヲ
許
ス
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

一
日
本
聾
科
西
洋
盟
科
ノ
内
二
於
テ
韓
科
七
ソ
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
滴
常
卜
認

ム
ル
モ
ノ
ニ
限
リ
ニ
年
級
マ
テ
ハ

一
年
級
へ

三
年
級
ハ
ニ
年
級
二
編
入

ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

一
日
本
甕
科
図
案
科
ノ
内
二
於
テ
轄
科
セ
ソ
ト
ス
ル
モ
ノ
モ
前
項
二
仝
シ

一
前
二
項
二
定
ム
ル
モ
ノ
、
外
ハ
総
テ
一
年
級
二
編
入
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

一
轄
科
シ
タ
ル
生
徒
ニ
シ
テ
未
夕
履
修
七
サ
ル
普
通
學
科
ハ
之
ヲ
補
習
セ

シ
メ
既
二
履
修
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
雖
教
員
ノ
意
見
ヲ
諮
ヒ
再
修
七
シ
ム
ル

一
撰
科
ョ
リ
本
科
二
轄
セ
ソ
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
試
験
ノ
上
本
科
ノ
相
嘗
級
ニ

編
入
ス
但
シ
宜
技
ハ
平
常
成
績
ヲ
以
テ
評
貼
ヲ
付
ス
ル
モ
妨
ケ
ナ
シ

（
「
紐
明
治
四
十
四
五

一
肛
教
務
内
規
、
諸
規
定
書
類
教
務
掛
」
）

②

「

美
術
教
育
施
設
二
付
意
見
」

明
治
二
十
七
年
岡
倉
校
長
起
草
の
「
美
術
教
育
施
説
二
付
意
見
」
に
つ
い
て

は
既
に
紹
介
し
た
が
、
そ
れ
と
同
題
で
明
治
一
―
―
十
年
八
月
の
年
記
の
あ
る
蒟
期

版
印
刷
物
（
本
学
蔵
）
が
現
存
す
る
。
こ
ち
ら
は
執
筆
者
不
明
で
あ
る
が
、
日
本

美
術
院
版

『
天
心
全
集
』
に
こ
れ
の
要
旨
の
み
を
記
し
た
「
美
術
教
育
施
設
の

方
案
（
要
旨
）
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
『
反
省
雑
誌
』
第
七
、
八
号

（
明
治
三
十
年
八
月

一
日
、
同
年
九
月
一
日
）
に
岡
倉
校
長
が
こ
れ
と
ほ
ぽ
同
一
内

容
の
「
美
術
教
育
の
施
設
に
就
き
て
」
を
寄
稿
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
み

て
、
こ
れ
も
岡
倉
校
長
の
執
筆
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
上
記
『
天
心
全
集
』

に
よ
れ
ば
、
こ
の
意
見
書
は
明
治
三
十
年
、
松
方
内
閣
の
と
き
、
議
会
説
明
用

に
内
命
を
受
け
て
執
筆
し
た
も
の
だ
と
い
う
。

コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
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